
 
 

 - 1 - 

平成１９年第７回定例会  陳情文書表 （Ｈ１９．１２．３報告） 
 

整 理 番 号           受理年月日 件 名    陳 情 者                          陳 情 の 要 旨                             

陳情第４３号 Ｈ１９． ９．１８ 地内環境整備等

について 

町内会 

 会長 本田雅樹 

市道村上～田頃家線改良（新平湯バイパス）、村上神社よ

り若葉会館までの河川公園護岸道路の新設、散策歩道村上～

尾の上園地の補修整備、村上河川公園より栃尾河川公園を結

ぶ「夢の架け橋」設置及び平湯川樹林帯工事に伴う側溝改良

について要望する。 

陳情第４４号 Ｈ１９．１０． ４ 地域材の活用に関する要望書 人と木の生きづく街づくりグ

ループ 

 会長 中畑晃一 

将来を担う子供たちに木材の持つ良さを後生に伝えるた

め、また健康で豊かな学校生活を送るため、小中学校や幼稚

園等の公共施設の木造化を強く要望する。 

陳情第４５号 Ｈ１９．１０． ４ 地域材の利用拡大等に関する要望

書 

飛騨地域森林・林業・木材産

業活性化センター 

 会長 門前清孝 

林野庁 中部森林管理局 飛

騨森林管理署 

 署長 前原正晴 

公共施設の木造化、内装の木質化への地域材の積極的な利

活用、公共施設への木製家具等、木製品の積極的な導入、治

山・林道事業、道路事業、河川・砂防事業等公共事業におけ

る地元間伐材の積極的な利活用、地籍調査の積極的な推進、

林道・作業道の開設等の積極的な推進及び間伐実施、間伐材

搬出等森林整備に伴う森林所有者負担の一層の軽減について

要望する。 

陳情第４６号 Ｈ１９．１０．１０ ３０人以下少人数学級を求める意

見書、および義務教育費国庫負担

堅持を求める意見書の提出を求め

る陳情 

ゆきとどいた教育をすすめる 

岐阜県実行委員会 

 実行委員長 近藤真 

３０人以下少人数学級実現を求める意見書、及び義務教育

費国庫負担堅持、さらに義務教育費の国庫負担を２分の１に

戻すことを求める意見書を提出するよう要望する。 

陳情第４７号 Ｈ１９．１０．１８ 松之木町地内環境整備等について 松之木町内会 

 会長 塚腰重忠 

ほか７名  

国道１５８号線拡幅工事の早期完成、市道の道路拡幅及び

舗装整備、大八賀川の法面崩落・護岸復旧等、町内環境整備

について要望する。 
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陳情第４８号 Ｈ１９．１０．１６ 高山市への要望書 （財）高山市体育協会 

 会長 瀬上和雄 

平成２４年国体に向けた施設及び職員体制の整備、アーチ

ェリー競技用夜間照明の設置、中山・岡本テニスコートのオ

ムニコートへの改修、中山公園球場改修、ビッグアリーナの

改修改善、大八グラウンド駐車場トイレの下水道連結及びク

ライミングウォールの保守点検のための指定管理料の追加等

について要望する。 

陳情第４９号 Ｈ１９．１０．１７ 高山市農業振興に関する建議 高山市農業委員会 

 会長 大坪博司 

農林畜産業の振興が重要課題であることを理解し、新年度

予算編成にあたり、特段の配意をされるよう建議する。 

陳情第５０号 Ｈ１９．１１． １ 大八グラウンド駐車場の拡張につ

いての要望書 

漆垣内町内会 

 会長 鍋山雅實 

大八グラウンド駐車場について、大会等の折には手狭とな

り、グラウンド周囲の道路等まではみ出しての駐車が見られ

るため、現在駐車場下の遊休地となっている土地の活用の可

能性も考え、スペースを拡大するよう要望する。 

陳情第５１号 Ｈ１９．１１． ２ 「裁判の解決」と「原爆症認定制

度の抜本的改正」に関する意見書

の提出を求める要望書 

岐阜県原爆被爆者の会（岐朋

会） 

 会長 白木幸雄 

原爆症認定集団訴訟の控訴を取り下げ、すべての裁判の解

決をはかること及び原爆症認定制度を被爆者の実態に即した

制度に抜本的に改正することを求める意見書を提出するよう

要望する。 

陳情第５２号 Ｈ１９．１１．２０ 平成２０年度税制改正に関する要

望について 

社団法人飛騨法人会 

会長 水上久雄 

「平成２０年度税制改正に関する提言」の趣旨を十分に汲

み取り、その実現に配慮するよう要望する。 

陳情第５３号 Ｈ１９．１１．２６ 国府支所建設についての要望書 高山市国府地区連合町内会 

 会長 柴田清臣 

グリーンコープ跡地を購入し、その敷地に支所機能と「高

山市図書館国府分室」「市民開放スペース」等のコミュニテ

ィー機能を複合し、災害時には「防災センター」として対応

できる施設として建設を実現していただくよう要望する。 

 


